
 

 

 

 

 

 

 

 
【出題内容】 

全２０問 １問５点 

分野別出題数 地理：８問 ・ 歴史：６問 ・ 公民：６問 

コロナ禍の影響による調整で歴史が１問増え、公民が１問減った。中１～中２で学習する地理と中３で学習する公民に重点

が置かれる一方、歴史は易しめの出題。また、分野をまたいだ融合問題や、初見の資料を分析するために知識を活用する

問題もあって、暗記だけでは太刀打ちできない。社会は中３になったとき、中１・中２の知識を覚えていることが最も大切だ。 

〈注意すべき出題形式〉 
⑴ 地図や資料の読み取り問題 

 ほぼすべての問題で地図や、図表・グラフなどの資料の読み取りがある。どのような意図で資料が与えられているのか

を考え、必要な部分を正確に読み取る分析力が必要だ。 

⑵ 完全解答を求める問題 

 複数回答すべてを正解しなければならない完全解答を求める問題が合計１０問。年々増えて難度が上がっている。 

⑶ 資料の読み取り記述 

 問われている内容を資料から正確に選び出すが定番。難問ではないが、あらゆる記述問題で練習する必要がある。 

 

（中１内容： 世界地理）    （中２・中３内容： 世界史） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２は中学校の定期テストでも定番の内容。中３になっても忘れ

ずにしっかり覚えていてくれたら、確実に正解できる問題だ。雨

温図で悩むが「ヨーロッパは高緯度のわりに温暖」「じゃがいも

料理が有名な国は」といったことを覚えていれば判断できる。 

６は世界史だが、中学校では日本史を軸に世界の歴史を学

ぶ。世界で起きたことが当時の日本ではどの時代・どの年代の

頃なのかを覚えていれば時代順も確実になる。 

いずれも定期テストのときにだけ暗記するような勉強では太刀

打ちできない。一度覚えたら忘れないように努力を重ねよう！ 


